
シンポジウム

家庭養護の推進に向けて
～1993年ハーグ条約から要保護児童のパーマネンシー保障を考える～

2015年

7月10日 10:00-16:30
参議院議員会館特別会議室 （東京都千代田区永田町2-1-1 参議院議員会館1F）

13:30～14:15

マルチネス・モーラ ローラ氏
(ハーグ国際私法会議事務所主任法務官)

「1993年ハーグ条約批准の効用と
未批准の国が抱えるリスクについて」

14:30～16:30
司会：平田美智子氏
パネリスト：
姜 恩和氏／金潔氏／オカンポス ステラ氏
マルチネス・モーラ ローラ氏
川松亮氏（子どもの虹情報研修センター）
鈴木 博人氏 （中央大学教授）

パネルディスカッション
「家庭養護を推進するために」

社会福祉法人 日本国際社会事業団（ISSJ)
〒113-0034 東京都文京区湯島1-10-2 御茶ノ水K＆Kビル３F
Tel: 03-5840-5711  Email：issj@issj.org
URL: www.issj.org   www.facebook.com/ISSJapan
電話もしくはメールにて、ご出席される方のお名前、ご所属をお知らせください。
当日受付も可能です。なお、定員になり次第、締め切らせていただきます。

申 し 込 み
お問い合わせ

平成26年度 三菱財団助成事業

日 時
会 場

第2部

第3部

金

第1部 「国際養子縁組の最近の動向」

10:00～12:20

平田 美智子氏 (和泉短期大学教授)

「1993年ハーグ条約の批准によって
養子縁組がどう変わったか
～韓国・中国・フィリピンからの報告～」

姜恩和氏 (埼玉県立大学講師)

金潔氏 （大正大学教授）

オカンポス ステラ氏 （ISSJソーシャル

ワーカー)

無料・要予約
定員65名

主催：日本国際社会事業団（ISSJ）



社会福祉法人日本国際事業団（ISSJ）は、1959年に厚生省（当時）の認可を受けた社会福祉
法人で、国際間の福祉相談・援助を行っています。現在は、主に子どもの家庭養護を目的と
した養子縁組、国境を越えた家族・親子の再会支援、日本に暮らす難民・難民申請者への相
談支援を行っています。また国際協力事業として、カンボジアでの識字教室運営支援を行っ
ています。

≪会場までのアクセス≫

＜会場＞
参議院議員会館特別会議室
東京都千代田区永田町2-1-1
参議院議員会館１F

＜最寄駅＞
 地下鉄 有楽町線 ・半蔵門線・南北線

「永田町駅」1番出口よりすぐ

 地下鉄 丸ノ内線・千代田線
「国会議事堂前駅」1番出口より徒歩5分

※シンポジウムにご出席される方へ

 特別会議室内での食事は禁止されております。昼食は地下１階にレストラン、喫茶ルーム等をご利用下さい。

 会場は自由席となっております。

≪1993年ハーグ条約≫
正式名称 Hague Convention on Protection of Children and Cooperation in Respect of Intercountry Adoptions, 1993
ハーグ条約「1993年国際養子縁組に関する子の保護及び協力に関する条約」は、国際養子縁組が子どもの最善

の利益のために行われ、子どもが安定した家庭環境で育つことができるよう締結国同士の協定を定めている。日
本はまだハーグ国際養子縁組条約を批准していない。

≪講演者紹介≫
• 平田 美智子氏
和泉短期大学児童福祉学科教授。日本国際社会事業団の
ソーシャルワーカー、保健福祉事務所の母子相談員、児童
相談所の養育家庭専門員を経て、現職。専門分野は児童
家庭福祉、国際社会福祉。

• 金 潔氏
大正大学人間学部社会福祉学科教授。専門分野は児童

福祉、国際福祉。主な研究テーマは中国における社会的養
護の現状とその課題、父親の育児参加を促進する社会福
祉支援プログラム開発など。

• マルチネス・モーラ ローラ氏
ハーグ国際私法会議事務所主任法務官。主に1993年ハー

グ条約関連を担当。また、国際的な代理出産に関する分野
にも取り組んでいる。ユニセフ、ISS本部を経て、現職。

• 鈴木 博人氏
中央大学法学部教授。専門分野は民事法学（家族法）。主
な研究テーマは親子福祉法の日独比較法研究、福祉制度
としての養子制度の立法論的研究など。

• 姜 恩和氏
埼玉県立大学保健医療福祉学部社会福祉子ども学科
講師。主な研究テーマは、日本と韓国の養子縁組制度
を含む社会的養護の比較、乳児遺棄や死亡を防ぐため
の母子保護システム構築など。

• オカンポス ステラ氏
ISSJのソーシャルワーカー。フィリピンのConcordia 
College Manila卒業後、フィリピンソーシャルワークライセ

ンスを取得。スラム街のコミュニティソーシャルワーカー
やパールバック財団での仕事を経て、2011年より現職。

• 川松 亮氏
子どもの虹情報研修センター研究部長。東京都に福祉
職として入職し、児童福祉施設勤務を経て児童相談所
で児童福祉司として相談活動に従事。厚生労働省児童
福祉専門官を経て、2015年4月から現職。


